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 �年の��⽣物�研�における�々な技�⾰�は、ヒト���体の重�性を�き彫りにしました。同時に動物��を⾃
粛することは�界的な潮流となり、�薬品の開発においてヒト���体の��とモデル�はますます発�していくものと
�えられます。
 がん�療においては、がんという��の��性と可�性が�らかになってきました。同⼀の�理���でも、�療に�
する��性は�者間で異なり、�⾏や�療でその性�を��させます。��性の研�は、パラフィンブロックや凍��
�、��の抽�物の�積がありますが、いずれもスナップショット的な情�で、可�性はスナップショットの再構築でし
か��できません。�年、オルガノイド���が開発され、より�い成功率で�代��や�代が可�になりました。がん
オルガノイドは可�性を�め�者がんの�性を保持しており、がん��の��を�価するモデルとして優れています。バ
イオリソースとして樹立したオルガノイドを凍�保�して「オルガノイドバイオバンク」とする�みが�く⾏われていま
すが、�題点も�くあります。
 これまで��の��はメスとハサミ、物理的な「すりつぶし」でしたが、挫滅による��損傷が�しく、�量�体から
のオルガノイド��は��でした。我々の開発した�たな�����では、��、�易に、挫滅を�⼩�にしてヒト�鮮
���体を300マイクロメーター�の��⽚に��できるようになりました。�体を��して保�することは、希���
などの�体の利⽤��を向上させ、また、��した��は、��可�な状�で4℃�び-80℃�下で�温保�できます。
さらに、�体によっては酵�処理を必�としないオルガノイド��も可�です。この�����は、�くバイオリソース
の有�活⽤に�⾰をもたらす可�性があります。

連絡先�:�公益財団法⼈⿃取県産業振興機構バイオフロンティア推進室 （担当：森⼭）
〒683-8503�⿃取県⽶⼦市⻄町86（⿃取⼤学⽶⼦キャンパス内）
TEL (0859)37-5131 Mail tbf@toriton.or.jp ホームページ�:�https://www.bio-frontier.jp/

「QRコード」または「お申�みフォーム」からお申�ください。
https://forms.gle/7xDeurVxuhJsFrnG7

とっとりバイオフロンティア�材�成セミナー

共催：公益財団法⼈⿃取県産業振興機構バイオフロンティア推進室、公益財団法⼈⿃取バイオサイエンス振興会

申���の場�、����を制�する場�があります。��希�がかなわない場�はご�赦ください。
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